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【 第 一 部 】

１ 肥 育 養 牛 経 営 か ら 時 代 に 即 し た 経 営 へ （ 第 二 報 ）

： 徳 島 県 徳 島 家 保 山 口 貴 大 、 片 山 久 美 子

黒 毛 和 種 の 繁 殖 肥 育 経 営 を と り ま く 情 勢 に お い て 、 飼

料 価 格 や 資 材 費 の 高 騰 が 続 く 中 、 経 営 の 安 定 化 に は 経

費 の 削 減 が 急 務 。 そ こ で 、 昨 年 度 よ り 、 一 貫 経 営 へ の 転

換 に 取 り 組 む 管 内 肥 育 農 家 に 対 し 、 経 費 削 減 を 目 的 と し

た 指 導 を 開 始 。 経 費 の 中 か ら 特 に 繁 殖 経 費 の 削 減 を 目

的 と し て 指 導 。 令 和 4 年 12 月 1 日 時 点 で 18 頭 （ う ち 4 頭
育 成 牛 ） 繋 養 中 。 令 和 4 年 4 月 1 日 か ら 12 月 1 日 ま で に 、

畜 主 家 族 が 人 工 授 精 を 行 っ た 繋 養 繁 殖 牛 の 妊 娠 率 は 89.9
％ で あ り 、 繁 殖 に か か る 経 費 は 外 注 し た 場 合 と 比 較 し 、

5,866 円 /頭 の 削 減 。 子 牛 の 飼 養 衛 生 管 理 で は 、 獣 医 師 の

治 療 を 要 し た 子 牛 は 9 頭 中 1 頭 で あ り 、 目 立 っ た 疾 病 発

生 は な く 推 移 。 今 後 の 課 題 と し て 、 将 来 的 な 経 費 増 加 に

つ な が る 要 因 で あ る 牛 伝 染 性 リ ン パ 腫 へ の 対 策 を 行 い 、

経 営 の 安 定 化 に つ な げ る 。

２ 泡 殺 鳥 機 使 用 後 の 防 疫 作 業 の 効 率 化 の 検 討 に つ

い て ： 徳 島 県 西 部 家 保 尾 川 誠 次 郎 、 笠 井 裕 明

令 和 3年 2 月 8 日 、 徳 島 県 で は 県 内 2例 目 と な る 高 病 原

性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ （ 以 下 H P A I ） が 発 生 。 国 内 で は 初

め て の 泡 殺 鳥 機 を 用 い た 肉 養 鶏 の 殺 処 分 を 実 施 。 殺 処

分 後 、 死 亡 し た 鶏 を 捕 鳥 、 運 搬 、 箱 詰 め 作 業 、 記 録 。

そ の 後 、 車 両 に 乗 せ 、 焼 却 場 へ 運 搬 。 鶏 舎 内 の 運 搬 作

業 で 従 来 法 は 台 車 使 用 、 複 数 で 箱 詰 め 場 所 ま で 運 搬 。

防 護 服 2 枚 、 N - 9 5 マ ス ク 、 ゴ ー グ ル の 装 備 で 台 車 に 乗

せ た ペ ー ル 缶 を 人 力 で 移 動 。 防 護 服 を 装 着 し て の 反 復

移 動 は 疲 労 が 大 き い 。 そ こ で 、 鶏 舎 内 の 運 搬 作 業 を 機

械 化 す る 為 、 小 型 特 殊 車 両 の 導 入 を 検 討 。 小 型 特 殊 車

両 が 鶏 舎 に 入 る か 鶏 舎 入 口 の 大 き さ を 管 内 肉 養 鶏 農 家

の 全 戸 （ １ ２ ０ 戸 ）、 畜 主 、 民 間 会 社 立 会 い の 上 、 測

尺 。 鶏 舎 の 入 口 の 大 き さ を 記 録 。 結 果 、 各 鶏 舎 入 口 高

さ は 1 6 5 ～ 2 5 1 ㎝ 、 横 幅 は 1 4 8 ～ 4 8 0 ㎝ 。 従 来 法 の 台 車

に よ る 運 搬 で は １ 人 当 た り 10 羽 （ 30 ｋ ｇ ） 。 200 羽 を 同 時

に 運 搬 す る に は 20 人 必 要 、 作 業 者 の 負 担 は 大 。 小 型 特

殊 車 両 の 運 搬 で は １ 人 で 200 羽 （ ペ ー ル 缶 40 個 ） の 運 搬

が 可 能 、 作 業 者 の 負 担 は 少 。 フ ォ ー ク リ フ ト と 組 み 合 わ

せ る こ と で 防 疫 作 業 の 大 幅 な 効 率 化 が 図 れ る と 推 察 。
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【 第 二 部 】

３ 管 内 一 酪 農 家 の 牛 伝 染 性 リ ン パ 腫 ウ イ ル ス （ BLV ）
清 浄 化 対 策 ： 徳 島 県 西 部 家 保 森 川 か ほ り

搾 乳 牛 50 頭 規 模 の 酪 農 家 で 、 家 伝 法 5 条 検 査 の 余 剰

血 清 を 利 用 し 、 BLV 検 査 を 隔 年 実 施 。 感 染 牛 の 優 先 的 淘

汰 、 吸 血 昆 虫 対 策 等 を 実 施 す る も 、 牛 群 抗 体 陽 性 率 は

H24 の 3.9%か ら 、 H26 に 8.0% 、 H28 に 9.3% 、 H30 に 16.3% 、 R2
に 12.7% と 徐 々 に 上 昇 。 R4.6 に は 27.1% と な り 、 2 年 間 で 12
頭 の 新 規 感 染 を 確 認 。 12 頭 中 5 頭 が 生 年 月 日 の 近 い 初

回 検 査 個 体 で あ り 、 5 頭 中 1 頭 の 母 牛 で BLV 感 染 を 確

認 。 従 っ て 、 本 農 場 で は 、 搾 乳 牛 舎 で の 水 平 感 染 お よ び

垂 直 感 染 個 体 か ら の 育 成 牛 群 で の 水 平 感 染 が 感 染 拡 大

要 因 と 推 察 。 畜 主 と 協 議 し 、 新 規 感 染 防 止 対 策 の 優 先 順

位 を 決 定 。 ま ず 、 分 離 飼 育 お よ び 検 査 未 実 施 育 成 牛 の

抗 体 検 査 を 実 施 し 、 全 頭 陰 性 を 確 認 。 同 時 に 、 陽 性 牛 16
頭 の プ ロ ウ イ ル ス 量 測 定 を 実 施 し 、 高 リ ス ク 牛 7 頭 を 摘

発 。 R4.10 の 陰 性 牛 群 全 頭 検 査 で 、 新 規 感 染 は 認 め ら れ

ず 、 対 策 効 果 を 確 認 。 検 査 結 果 分 析 に よ る BLV 感 染 拡 大

要 因 の 推 定 は 、 農 場 に 適 し た 効 果 的 対 策 の 提 案 ・ 実 施

に よ る 早 期 清 浄 化 達 成 の た め に 重 要 。

４ 一 乳 用 牛 農 場 に お け る 子 牛 の 消 耗 性 疾 患 対 策

： 徳 島 県 西 部 家 保 市 川 正 史 、 山 本 由 美 子

令 和 ３ 年 度 管 内 乳 用 牛 農 場 に お い て 、 子 牛 の 呼 吸 器

疾 患 及 び 消 化 器 疾 患 に よ る 死 亡 が 多 発 。 令 和 ４ 年 度 慢

性 疾 病 等 低 減 化 対 策 事 業 に お い て 総 合 的 対 策 に 取 り 組

ん だ 。 農 場 は 搾 乳 牛 約 ３ ０ ０ 頭 飼 養 。 令 和 ３ 年 度 の 子 牛

の 死 亡 数 は ２ ３ 頭 、 死 亡 原 因 は 主 に 肺 炎 及 び 腸 炎 。 令 和

４ 年 度 は 、 死 亡 牛 の 病 性 鑑 定 に 加 え 、 同 居 牛 の 鼻 腔 ス ワ

ブ 及 び ふ ん 便 検 査 に よ る 農 場 内 の 病 原 体 保 有 状 況 調 査

を 実 施 。 病 性 鑑 定 の 結 果 、 肺 炎 ３ 頭 、 腸 炎 ２ 頭 。 糞 便 検

査 で は 、 ロ タ ウ イ ル ス 、 Clostridium perfringens 等 を 確 認 。 鼻 腔

ス ワ ブ 検 査 で は 、 Pasteurella multocida 分 離 。 疾 病 発 生 低 減 化

に 向 け て 、 宿 主 要 因 、 環 境 要 因 、 病 原 体 要 因 に つ い て

分 析 し 、 当 該 農 場 の 状 況 に 応 じ た 対 策 を 検 討 、 実 施 。 結

果 、 今 年 度 の 死 亡 頭 数 は 15 頭 。 子 牛 の 消 耗 性 疾 患 は 、

複 数 の 要 因 が 複 雑 に 関 連 し て 発 症 す る こ と が 知 ら れ て お

り 、 農 場 に 応 じ た 総 合 的 対 策 を 講 じ 、 き め 細 や か な 指 導

を 行 う こ と が 重 要 。



- 6 -

５ 改 良 オ ー ラ ミ ン O 染 色 に よ る 牛 ヨ ー ネ 病 （ J D ) 補 助 診 断

： 徳 島 県 徳 島 家 保 鈴 木 幹 一 郎 、 渡 邉 輝 貴

抗 酸 菌 蛍 光 染 色 液 の 改 良 オ ー ラ ミ ン O 染 色 （ O 染 色 ） に よ

り ヨ ー ネ 菌 （ J 菌 ） の 染 色 状 況 を 検 討 。 結 果 、 J 菌 体 は 強 度 の

蛍 光 を 発 色 。 ホ ル マ リ ン 固 定 臓 器 （ 回 腸 内 等 ） 切 片 は 、 非

特 異 反 応 が 多 く 存 在 し J 菌 が 判 定 不 能 。 J D 陰 性 糞 便 で は 非

特 異 的 に 弱 蛍 光 を 放 つ 菌 体 が 散 見 。 抗 原 抗 体 反 応 染 色 で

な い た め 、 判 定 に は 経 験 が 必 要 だ が 、 糞 便 内 に 多 数 の J 菌

が あ れ ば 即 時 判 定 の 場 合 も あ る 。 J D 確 定 定 量 検 査 （ q P C R )

中 、 曲 線 の 増 幅 は 検 査 実 施 者 に 不 安 を 煽 る が 、 糞 便 の O 染

色 同 時 検 査 が 診 断 の 一 助 と な り 、 検 査 結 果 の 事 前 把 握 が 可

能 と な っ た 。

６ 若 齢 黒 毛 和 種 に お け る 動 脈 硬 化 の 一 症 例

： 徳 島 県 徳 島 家 保 渡 邉 輝 貴 、 鈴 木 幹 一 郎

令 和 4 年 2 月 、 約 2 ヶ 月 齢 、 黒 毛 和 牛 が 振 戦 と 37 度 低

体 温 の 稟 告 、 加 療 す る も 死 亡 。 剖 検 所 見 は 、 胸 腺 萎 縮 、

腎 臓 包 膜 剥 離 困 難 と 白 色 化 及 び 皮 質 に 緑 黒 色 班 状 、 肝

臓 割 面 斑 状 に 褪 色 、 全 身 性 骨 格 筋 褪 色 、 肺 に 軽 度 マ イ

コ プ ラ ズ マ 様 、 空 回 腸 内 容 物 が 水 様 性 。 HE 染 色 で 化 膿

性 線 維 素 性 気 管 支 炎 、 化 膿 性 腎 炎 の 他 脾 柱 ・ 胸 腺 ・ リ ン

パ 節 ・ 肺 ・ 腎 盂 部 の 動 脈 壊 死 を 認 め 、 コ ッ サ 反 応 も 陽 性 。

血 液 生 化 学 検 査 で は 、 リ ン が 20mg/dl 以 上 と 高 値 。 死 因 と

の 因 果 関 係 は 不 明 だ が 、 高 リ ン 血 症 を 伴 う 全 身 性 動 脈 硬

化 と 診 断 。
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７ 自 然 哺 乳 母 牛 へ の ダ ブ ル オ ブ シ ン ク 法 の 応 用 の 検

討 ： 徳 島 県 西 部 家 保 竹 元 一 軌

自 然 哺 乳 の 黒 毛 和 種 繁 殖 雌 牛 は 早 期 離 乳 し た 母 牛 と

比 較 し て 分 娩 間 隔 が 延 長 す る 傾 向 が あ る 。 そ こ で 授 乳 中

で 発 情 兆 候 が 認 め ら れ な い 母 牛 へ の ダ ブ ル オ ブ シ ン ク

法 の 応 用 に つ い て 検 討 。 ダ ブ ル オ ブ シ ン ク 法 は オ ブ シ

ン ク 法 を 7 日 間 隔 で 2 回 繰 り 返 す 定 時 授 精 法 。 方 法 は 初

回 の 性 腺 刺 激 ホ ル モ ン 放 出 ホ ル モ ン （ G n R H ） 投 与 を D a

y 0 と し 、 D a y 7 に プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン （ P G ） F 2 α 、 D a y 1

0 に G n R H 投 与 を 1 ク ー ル 目 と し 1 回 目 の オ ブ シ ン ク 法 の

実 施 7日 後 に あ た る D a y 1 7 に G n R H 、 D a y 2 4 に P G F 2 α 、 D a y

2 6 に G n R H 投 与 を 2 ク ー ル 目 の オ ブ シ ン ク 法 と し た 。 人

工 授 精 は D a y 2 7 に 定 時 に 実 施 。 試 験 は 繁 殖 母 牛 ５ ０ 頭

飼 養 の 一 貫 経 営 A 農 場 1 4 頭 、 ７ 頭 飼 養 の 繁 殖 経 営 の B 農

場 3頭 を 対 象 と し た 。初 診 時 卵 巣 静 止 は A農 場 で 6 / 1 4 頭 、

B 農 場 で 2 / 3 頭 だ っ た 。 授 精 率 は A 農 場 で 1 4 / 1 4 頭 、 分 娩

日 か ら の 間 隔 は 5 7 - 1 1 1 日 。 B 農 場 で は 3 / 3 頭 、 間 隔 は 5 9

- 1 1 5 日 。 受 胎 率 は A 農 場 5 / 1 4 頭 、 B 農 場 は 3 / 3 頭 。 こ の

結 果 、 授 乳 中 で 発 情 兆 候 が 認 め ら れ な い 母 牛 へ の ダ ブ

ル オ ブ シ ン ク 法 の 応 用 は 有 効 で あ る と 考 察 さ れ る 。

８ 排 卵 確 認 と 人 工 授 精 後 の イ ソ ジ ン 子 宮 注 入 に よ り 受

胎 率 改 善 が み ら れ た 酪 農 家 の 一 例

： 徳 島 県 西 部 家 保 岩 田 裕 美 、 山 田 み ち る

今 年 度 、 管 内 酪 農 家 か ら 受 胎 率 が 低 い と 相 談 を 受 け 、

７ 月 か ら 受 胎 率 改 善 対 策 を 実 施 。 当 該 農 家 は 搾 乳 牛 １ ５

頭 繋 養 。 令 和 ４ 年 １ 月 か ら ６ 月 ま で の 人 工 授 精 （ 以 下 、

AI ） 実 施 回 数 は １ ８ 回 、 受 胎 牛 は １ 頭 。 ６ 月 ま で は 朝 、 夕

搾 乳 時 間 に 発 情 牛 の 確 認 （ 鳴 く 、 陰 部 か ら の 粘 液 漏 出

等 ） 後 、 民 間 の 家 畜 人 工 授 精 師 に AI を 依 頼 し て い た 。 ７

月 以 降 、 対 策 と し て 直 腸 検 査 に よ る 発 情 確 認 及 び 排 卵

確 認 を 実 施 し 、 授 精 適 期 に AI で き て い る か 確 認 。 さ ら に

排 卵 確 認 後 イ ソ ジ ン 液 を 子 宮 内 注 入 し 、 子 宮 内 環 境 改

善 を 図 っ た 。 結 果 、 ７ 月 か ら １ １ 月 ま で に ４ 頭 受 胎 。 受 胎

し た 個 体 の 内 ３ 頭 は 排 卵 確 認 後 イ ソ ジ ン 注 入 を 行 っ た 個

体 。 １ 頭 は 受 精 卵 移 植 に よ り 受 胎 。 以 上 か ら 、 牛 の AI 受
胎 率 向 上 に は 、 授 精 適 期 の 確 認 は 重 要 で あ り 、 イ ソ ジ ン

注 入 に よ る 子 宮 内 環 境 改 善 は 有 益 と 確 認 で き た 。 今 後

は 、 3 回 AI し て も 受 胎 し な い 個 体 は 人 工 授 精 師 に 排 卵

確 認 を 実 施 依 頼 し 、 授 精 適 期 を 確 認 し て も ら う よ う に 指

導 す る 予 定 。
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９ 四 国 初 の 野 生 い の し し 豚 熱 感 染 事 例

： 徳 島 県 徳 島 家 保 井 口 陽 香 、 鈴 木 幹 一 郎

平 成 30 年 に 国 内 養 豚 場 で 豚 熱 ウ イ ル ス ( CSFV ) に よ る 豚

熱 再 発 生 以 降 、 野 生 い の し し 間 で も 全 国 的 に 感 染 が 急

拡 大 。 本 県 で も 野 生 い の し し サ ー ベ イ ラ ン ス 検 査 体 制 を

強 化 し た と こ ろ 、 本 年 7 月 に CSFV 陽 性 個 体 を 初 確 認 。 以

降 、 12 月 ま で に 22/225 頭 ( 死 亡 18 頭 、 捕 獲 4 頭 ) の 陽 性 を

確 認 。 遺 伝 子 解 析 か ら 、 全 国 の CSFV 株 と 完 全 に 一 致 し 、

遺 伝 子 型 2.1 グ ル ー プ に 分 類 。 養 豚 施 設 と の 交 差 汚 染 防

止 を 図 り 、 リ ア ル タ イ ム PCR 法 の 導 入 に よ る 時 間 短 縮 と 精

度 向 上 を 目 的 に 検 査 体 制 を 強 化 し た と こ ろ 、 現 在 ま で 汚

染 は 確 認 せ ず 。 加 え て 、 感 染 状 況 把 握 の た め 中 和 試 験

も 平 行 し て 実 施 。 結 果 、 CSFV 抗 体 陽 性 は 18/162 頭 で あ っ

た 。 野 生 い の し し の CSFV 陽 性 地 域 で は 、 養 豚 場 で の 発

生 リ ス ク が 更 に 高 ま っ て い る こ と か ら 、 施 設 に 即 し た 濃 密

な 衛 生 指 導 が 必 要 で あ る 。 更 に 継 続 し て 野 生 い の し し に

お け る CSFV 感 染 状 況 の 早 期 把 握 に 努 め て い く こ と が 不

可 欠 。

1 0 管 内 一 養 豚 場 の サ ル モ ネ ラ 症 対 策

： 徳 島 県 西 部 家 保 小 原 彩 子 、 山 本 由 美 子

2022 年 6 月 、 管 内 一 貫 経 営 養 豚 場 に お い て 、 離 乳 直 後

の 子 豚 で 死 亡 数 増 加 。 死 亡 豚 4 頭 に つ い て 病 性 鑑 定 実

施 。 病 理 解 剖 検 査 で は 、 共 通 所 見 な し 。 細 菌 検 査 で は 、

1 頭 の 主 要 臓 器 か ら Salmonella Typhimurium （ 以 下 ST ) 分 離 、 1
頭 の 主 要 臓 器 か ら Salmonella Choleraesuis 分 離 。 同 居 豚 、 母 豚 、

離 乳 豚 、 肥 育 豚 の 糞 便 検 査 を 実 施 し た と こ ろ 、 同 居 豚 4
頭 中 全 て か ら ST 分 離 、 母 豚 19 頭 中 4 頭 か ら Salmonella Infantis
分 離 、 離 乳 豚 20 頭 中 10 頭 か ら 複 数 血 清 型 の サ ル モ ネ ラ

分 離 。 離 乳 舎 の 環 境 中 サ ル モ ネ ラ 検 査 で は 、 8 カ 所 中 6
カ 所 か ら 複 数 血 清 型 の サ ル モ ネ ラ を 分 離 。 対 策 と し て 、

豚 舎 内 の 清 掃 、 消 毒 、 乾 燥 の 徹 底 を 指 導 。 併 せ て 豚 舎

設 備 の 修 繕 、 抗 生 剤 の 飲 水 投 与 を 実 施 。 指 導 後 の 離 乳

舎 の 環 境 中 サ ル モ ネ ラ 検 査 で は 、 16 カ 所 中 1 カ 所 か ら サ

ル モ ネ ラ 分 離 。 離 乳 豚 の 糞 便 検 査 で は 、 サ ル モ ネ ラ 分 離

な し 。 今 後 は 、 離 乳 豚 の 糞 便 検 査 及 び 離 乳 舎 の 定 期 的

な 環 境 中 サ ル モ ネ ラ 検 査 、 母 豚 の サ ル モ ネ ラ 保 有 状 況

調 査 を 実 施 予 定 。
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1 1 肉 用 鶏 農 家 に お け る 鶏 封 入 体 肝 炎 （ I B H ） 発 生 事

例 ： 徳 島 県 徳 島 家 保 笠 原 利 気 、 大 久 保 喜 美

令 和 4 年 、 県 内 肉 用 鶏 A 農 場 （ 6 号 鶏 舎 ） に て 、 1 1 日

齢 で 死 亡 羽 数 増 加 。 血 液 生 化 学 的 検 査 に よ り 、 血 清 中

グ ル コ ー ス 濃 度 及 び ア ル ブ ミ ン 濃 度 の 低 値 、 G O T の 高

値 を 確 認 。 病 理 解 剖 学 的 検 査 を 実 施 し た 4 羽 全 て に 肝

臓 の 退 色 、 出 血 性 病 変 。 病 理 組 織 学 的 検 査 に て 、 肝 臓

及 び 膵 臓 に 核 内 封 入 体 を 確 認 。 P C R 検 査 に よ り 、 肝 臓

（ 4 / 4 羽 ） 及 び 膵 臓 （ 3 / 4 羽 ） か ら 鶏 ア デ ノ ウ イ ル ス （ F

A V ） を 検 出 。 系 統 樹 解 析 に て 、 分 離 株 は 血 清 型 2 に 分

類 。 以 上 の 結 果 か ら 、 F A V 2 型 に よ る I B H と 診 断 。 同 ロ

ッ ト を 導 入 し た A 農 場 1 号 鶏 舎 に お い て も 、 死 亡 羽 数 増

加 が 見 ら れ て い た 。 導 入 後 、 鶏 舎 の 環 境 拭 き 取 り 調 査

に て 、鶏 舎 内 一 部 に F A V 遺 伝 子 の 残 存 を 検 出 。令 和 2年 、

同 グ ル ー プ の B農 場 に て F A V 2 型 に よ る I B H の 続 発 が み ら

れ た こ と と 、 鶏 舎 の 消 毒 が 不 十 分 で あ っ た こ と か ら 、

A 農 場 の 経 過 観 察 が 必 要 。 ま た 、 オ ー ル ア ウ ト 後 の ド

ロ マ イ ト 消 毒 を 指 導 。

【 第 三 部 】

1 2 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト に お け る イ オ ン 化 カ ル シ ウ

ム 濃 度 測 定 の 有 用 性 に つ い て

： 畜 産 研 究 課 藤 井 侑 里 子

血 中 総 カ ル シ ウ ム ( Ca ) の う ち 、 生 理 的 に 活 性 を 有 す る

の は イ オ ン 化 カ ル シ ウ ム ( iCa ) の み で あ る と さ れ て い る 。 し

か し 、 乳 牛 の 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト ( MPT ) に お い て 、 血

中 iCa 濃 度 を 測 定 す る 事 例 は 少 な い 。 そ こ で 、 簡 易 的 に

iCa を 測 定 で き る コ ン パ ク ト 型 血 液 チ ェ ッ カ を 用 い て iCa 濃
度 を 測 定 し 、 MPT に お け る 活 用 方 法 を 検 討 。 県 内 酪 農 家

４ 戸 に お い て 、 分 娩 後 0 日 ～ 400 日 の 搾 乳 牛 、 の べ 126 頭
か ら 採 血 。 一 般 的 な 生 化 学 性 状 に 加 え 、 血 中 総 Ca 濃 度

及 び iCa 濃 度 を 測 定 。 iCa に つ い て は 、 採 血 後 30 分 以 内

に 現 地 に て 測 定 。 総 Ca 濃 度 、 iCa 濃 度 を 比 較 し た と こ ろ 、

両 者 の 間 に 有 意 な 相 関 は 認 め ら れ な か っ た ( p=1.00 ) 。 総 Ca
濃 度 平 均 値 に つ い て 、 農 家 間 で 差 は 認 め ら れ な か っ た

が 、 iCa 濃 度 は Ca 給 与 量 の 多 い 農 家 で 高 値 と な っ た 。 iCa
の 測 定 は 、 Ca 給 与 量 の 過 不 足 、 吸 収 率 等 を 判 断 す る 指

標 と し て 有 用 と な る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 今 後 も 引 き 続 き

デ ー タ を 収 集 し 、 MPT に お け る 有 用 性 を 検 討 し て い く 。
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1 3 阿 波 と ん 豚 の 発 育 能 力 向 上 試 験

： 畜 産 研 究 課 武 田 真 城 、 新 居 雅 宏 、 福 岡 ま ど か

阿 波 と ん 豚 の 発 育 能 力 向 上 を 目 的 と し て 阿 波 と ん 豚 に

残 存 す る 猪 由 来 の 染 色 体 領 域 を 探 索 し ， 発 育 へ の 影 響

を 調 査 し た 。 令 和 2 年 度 か ら 令 和 4 年 度 に 生 ま れ た 阿 波

と ん 豚 系 統 の 雌 398 個 体 と 去 勢 雄 418 個 体 に つ い て ， 出

生 時 か ら 150 日 齢 時 の 1 日 平 均 増 体 重 （ ADG ） を 算 出 し ，

発 育 能 力 の 評 価 形 質 と し た （ ADG 平 均 ： 雌 476 g ， 去 勢 雄

510 g ） 。 DNA 解 析 に は 第 4 ， 6 ， 7 及 び 15 染 色 体 上 の 合

計 16 座 位 の マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト DNA マ ー カ ー を 用 い た 。

そ の 結 果 ， 猪 か ら 肉 質 関 連 遺 伝 子 を 導 入 し た 第 6 及 び

第 15 染 色 体 以 外 に 第 4 及 び 第 7 染 色 体 に も 猪 由 来 の 染

色 体 領 域 が 残 存 し て い た 。 そ の 中 で 第 6 染 色 体 で は 2 座
位 ， 第 7 染 色 体 で は 1 座 位 ， 第 15 染 色 体 で は 4 座 位 の

DNA マ ー カ ー に お い て 猪 由 来 の 対 立 遺 伝 子 を 持 つ と ADG
が 有 意 に 低 か っ た 。 よ っ て ， 第 7 染 色 体 で は 検 出 さ れ た

座 位 に 存 在 す る 猪 由 来 の 対 立 遺 伝 子 を 除 く 必 要 が あ る 。

一 方 ， 第 6 及 び 第 15 染 色 体 で は 猪 由 来 の 成 長 関 連 遺 伝

子 と 肉 質 関 連 遺 伝 子 を 分 離 す る 必 要 が あ る 。


